
  

 去る７月６日（月）に全校朝礼を行い、その中でサッカーワールドカップについての話をしました。生
徒の皆さんにも復習として、ぜひ読んでもらいたいので掲載しました。ご家庭でも話題にしていただけま
すと幸いです。 

今日は、サッカーのワールドカップについてのお話をします。 
さて、「2026年サッカーワールドカップ」、皆さんもテレビの前で熱い声

援を送った人も多いのではないでしょうか。日本代表「侍ブルー」の戦
い、本当にかっこよかったですね。特に決勝トーナメントでは、サッカー
王国・ブラジルを相手に先制ゴールを奪うなど、日本中がワクワクしまし
た。実は、私も朝２時からライブ放送を見て応援していました。 
今回のワールドカップで、世界が日本代表を「驚異のチームワーク」、 

「美しいパスサッカー」と評価しているそうです。 
サッカーには、強烈なシュートを決める「スター選手」がいます。もち

ろんシュートを決める選手は目立ち、カッコいいです。しかし、どんなに
素晴らしいシュートも、その前に「誰かが繋いだパス」がなければ、絶対
に生まれません。 
今回の大会で活躍した鎌田大地（かまだ だいち）という選手がいます。彼は、日頃から、次のような

言葉を言っているそうです。 
「自分がゴールを決めることよりも、味方が一番シュートを打ちやすい場所に、最高のパスを届ける

こと。それが僕の仕事です」 
鎌田選手のパスは、ただボールを蹴っているわけではありません。「右足で蹴りやすいかな？」「この

スピードなら追いつけるかな？」と、常に「次にボールを受け取る仲間」のことを 100％考えた、思い
やりのパスを心がけているそうです。私は、この話題を知って、鎌田選手が大好きになるとともに、こ
の話を、ぜひ皆さんにも伝えたいと思いました。 
皆さんの学校生活を振り返ってみてください。実は毎日が「パスの連続」です。クラスで行う係の仕

事、部活動の練習、あるいは何気ない毎日の「言葉のやりとり」など。自分の都合だけで、相手にボー
ルを蹴っていませんか。相手が受け取りやすいように、相手の様子を見ながらパスをしていますか。 
一人ひとりが「次に受け取る人のこと」を考えてパスを繋げば、クラスではもっと過ごしやすくなり、
部活動では、チームの絆はもっと強くなると思います。誰かがシュートを決めて輝くとき、その裏には
必ず、誰かの素晴らしいパスがあることを忘れないでほしいと思います。 
ぜひ皆さんも今日から、自分の周りの仲間に「最高に受け取りやすい、思いやりのパス」を出せる人

になってください。 
そして、皆さん一人一人のパスの積み重ねが、八中を「全ての生徒が安心して生活できる学校に」

「全ての生徒がどこかの場面で自分らしく活躍し、輝くことができる学校に」近づけてくれるのではな
いかと思います。 
「侍ブルー」を手本として、より良い八中を目指して、一緒に頑張りましょう。 

  

８月の主な予定 ※詳細は、毎月の行事予定表やホームページ等でご確認ください。 

◆同窓会総会・スポーツ大会  ２日（日） ※在校生は参加できません。 
◆学校閉庁日  ８日（土）～１７日（月） 
   ※この期間は、原則、留守番電話による対応になりますので、事故や災害等、緊急時のご連絡は

江東区教育委員会・指導室へお願いします。 【電話：３６４７－９１７９】 
◆学習教室 ※事前の申し込みが必要です。随時、受け付けています。 

２６日（水）９：００〜１１：５０ ※通常の時間と異なります。 
２９日（土）９：００〜１１：５０ 

【裏面に続きます】
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本日７月１７日（金）に全校集会を行い、その中で学校に体罰や性暴力についての話をしました。保護
者の皆様にもご協力いただきたい内容ですのでその一部をご紹介します。 

まず１つ目はみなさんの大切な心と体を守るための話をします。 
叩かれるなどの肉体的に苦痛を感じるような行為だけが暴力ではありません。くり返し傷つく言葉を言
われる、机を蹴られるなどの精神的に苦痛を感じる行為も暴力に含まれます。 
暴力は、どんな理由があっても、決して許されるものではありません。あってはいけないことなのですが、
学校の先生やその他の人たちが、生徒のみなさんに対して、指導の際に、叩くなどの肉体的な苦痛を与え
る行為は、体罰といって禁止されています。そして、繰り返し暴言を言うなど精神的な苦痛を与えること
も不適切な指導になります。 
また、相手が嫌がっているのに、体を触ったり、性的な言葉を言ったり、ＬＩＮＥやメールで性的な言

葉を送ったりするなど、性的な言動で、人を傷つけることも暴力の一つで、性暴力と言います。性暴力も、
どんな理由があっても、決して許されません。 
もし、自分が体罰や性暴力の被害に遭いそうになったら、または被害に遭ってしまったら、一人で抱え込
んだり悩んだりしないで、家族や先生、スクールカウンセラーなど、信頼できる大人に知らせてください。
周りの大人に話しにくい場合は、本日、この後、各学級でこの「相談シート」を配りますので、この用紙
に書かれているメールアドレスや２次元コードで読み取った先の電話番号に連絡すると、皆さんのこと
を助けてくれます。 
また、この用紙に話したいことを書いて、糊付けをすれば、切手無しでも郵送できますし、インターネ

ットからも相談が可能です。さらに、この「安心・安全な学校生活を送る
ために」という資料も配りますので、二次元コードからアクセスしてして、
相談することもできます。自分でなくても、友達が体罰や性暴力を受けて
いると思ったときも、迷わず知らせてください。 
この件について、「保護者の皆様へ」というお家の方へのお知らせも配

布しますから、お家でもこの件について話題にしてもらいたいと思いま
す。・・・  

 本校正門に向かって左側の「八中ガーデン」にて、去る６月２３日（火）に本校の特色のある教育活動の
一つとして、生徒会本部、科学部、有志生徒による「花いっぱい運動」のボランティア活動を行いました。
今回も講師として杉﨑 智子先生をお招きして、地域学校協働本部・地域コーディネーターの方々や地域ボ
ランティアの方々にサポートしていただきながら花壇に夏向けの新しい花を植えたり雑草を取ったりする
作業を行いました。子供たちは１時間程度黙々と作業に励み、公園が花で敷き詰められました。ボランティ
アとして参加してくれた生徒の皆さんをご紹介します。皆さん、お疲れ様でした。 
【生徒会本部】 (3-1)、(3-3)、（2-1）、（3-3）、（2-1） 
【 科 学 部 】 （3-2）、（3-3）、（3-4）、（2-1）、（2-2） 

（2-3）、（2-3）、（2-3）、（1-4） 
【 有 志 】 （3-1）、（3-2）、（3-2） 

 

【江東区中学校ソフトテニス夏季大会】 
 ◆団体戦 男子：優勝  ◆女子：第３位 

※団体男子と団体女子は江東区代表として都大会に出場します。 
 ◆個人戦 男子の部 

準優勝：(3-2)・(3-4)組 
第３位：(2-1)・(2-1)組  
第５位：(3-1)・(2-3)組、(3-4)・(3-1)組 

◆個人戦 女子の部 
第５位：(3-2)・(3-3)組 

   ※個人戦で下線のあるチームは、江東区代表として都大会に出場します。 
 
【江東区中学校バスケットボール夏季大会】 

◆男子：準優勝  ◆女子：第３位 

    ※男子は江東区代表として都大会に出場します。 
 
【江東区中学校バドミントン夏季大会】 
◆個人戦 男子ダブルス 
第５位：(3-4)・(3-4)組 


